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“実のある”総会へ！
宮野　貴（市民部会）

2007年度 桂川・相模川流域協議会定期総会 2007.5.19

総会の
概　要

お決まりの総会は、もういやだ！

議長「只今説明のありました第１号議案につきまして、

ご異議ございませんか？」

会員「異議なーし」

議長「それでは、第１号議案は、事務局提案どおり決

定しました。続いて、第２号議案の説明をお願い

します」

どこにでもある、しかし、とっても変な“総会”とい

う儀式の様子です。

「こんな総会はいやだ！こんなことをするために、

集まったのではない！貴重な時間がもったいない！」

宮野ばかりではなく、多くの人が思っていたのでしょ

うが、なかなか変えられなかった総会のスタイルを、

今年は思い切って変えてみました。

今年の総会

初めての試みですので、まずは、主な事業や活動に

ついて、担当幹事から説明し、それを基に意見交換す

ることとしました。説明した事業・活動、説明者は次

の通りです。

①環境調査（水質一斉調査）〔宮野〕

②上下流交流事業〔井上〕

③森づくり専門部会（現地見学会）〔倉橋〕

④流域シンポジウム〔宮野〕

⑤ツアー＆ウオッチング〔牧島〕

時間的な制約から、伝えたい情報の半分も発表でき

ず、また、十分な意見交換ができなかったことが心残

りですが、担当した人、参加した人、参加できなかっ

た人との情報交換・意見交換の必要性を改めて知る機

会となりました。

地域協議会交流会

総会に引き続き「地域協議会の交流会」を行いまし

た。

今まで、お互いがどんなことをやっているのか、お

ぼろげながら知っている程度でしたが、昨年度の活動

について写真を中心に紹介し合いました。

①桂川・東部地域協議会〔勝俣〕

②さがみはら地域協議会〔松川〕

③相模川湘南地域協議会〔峯谷〕

④相模川よこはま地域協議会〔林〕

地域性が出ている活動ばかりで、一つとして同じ活

動がないことに、初めて気づき、感動しました。

来年へ向けて

終了後、多くの会員から、「初めて知ったことが多か

った」、「流域は多様だ！」、「私達と同じ様に苦労して

いる」、「連携すべきことは多い」など、多くのご意見・

感想を聞きました。改めて会員相互での情報交換の必

要性と、皆さんの意識の高さを気づきました。

来年はもう少し多くの時間を確保し、突っ込んだ議

論を、もっと多くの人の参加でやりましょう！そのた

めにも、今年度の活動頑張りましょう！
見学会の説明をする倉橋さん

意見を発表する蔵前さん
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現在、日本全国の河川で、魚が病気になったり、
いなくなってしまったりという問題が起きていま
すが、これは水質の悪さが原因であるといわれてい
ます。水質汚染のうち、一番大きな問題であるのが、
ダムの堆砂です。ダムの堆砂が原因で引き起こされ
た様々な環境問題については、新聞でも多く取り上
げられています。国土交通省は、多額の予算を投じ
てモデル事業を実施していますが、それは対処療法
に過ぎず、１０年も経てば元通りとなってしまうこ
とが予想され、根本的な解決策とはなっていないの
が現状です。
私たちが関わっている、群馬県にある品木ダムも、
堆砂が７５％超となっています。品木ダムの水質は、
大変酸が強いことから、年中石灰で中和する必要が
あります。ダムの堆砂の内訳は、石灰が４０％、土砂
が６０％です。土砂が減れば、中和するための石灰
も少なくてすみ、全体の堆砂が減ることになるので
すが、なかなかいい方法が見つかりませんでした。
従来の工法での対応では、時間が経てばまたヘドロ
化してしまうだけであり、根本的な解決にはなりま
せん。
私たちが提案する石丸積工法は、水普請的な発想

から生み出されたもので、石でえん堤を築くことに
より、石の間に水だけを通すものです。土砂はダム
に流れ込まないようにしているので、浚渫が不要に
なり、大幅な労力の削減になります。

また、この工法は、数多くのメリットがあります。
①石の選別が簡単
②石造りの必要がない
石丸積工法では、現場にある石をそのまま使う
ことができるので、石を造る工法の３分の１の
労力で施工することができます。
③植栽が可能
④自然環境、生態系に好影響
群馬県で実施した水質試験で上流側及び下流
側の濁度を比較した結果、下流側の数値が小さ
くなっていることが分かり、汚濁物質の吸着・
ろ過等水質浄化に効果があることが証明され
ました。
⑤コスト縮減
材料費等の削減により、工事費が２８％減と大
幅に削減されるほか、コンクリートの不使用に
より、型枠や養生の必要がないため、工期の短
縮も可能になります。

これだけの効果がある工法であるにも関わらず、
新しいものはなかなか採用されないのが現状です。
ぜひ多くのダムで採用していただきたいと考えて
います。

「石丸積工法で川を甦らせる」
群馬県石積協同組合理事長 柴崎文彦

講　演

総会で「石丸積工法」を説明する柴崎理事長
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今回見学に赴いた大月市立猿橋小学校は、平成
１７年７月に校舎改築工事を行い、トップライトや広
いテラスを設けるなどして、光あふれる小学校へと
生まれ変わりました。また、壁材や床材、子供たち
の机や椅子には流域材を使うことにより、光あふれ
る空間に温もりをという要素をプラスさせること
が出来ていました。

ここでいう流域材とは、ある河川に対して降水が
集まる範囲（流域面積）に生息する木などのことを
指します。その流域材など森林資源の循環的使用を
促進することにより、荒れ果てた水源環境の保全・
再生だけでなく、地域の活性化を促していこうとい
うのが、流域材を広めようとする主な理由です。
では、木材など外国産が大半をしめるこの時代、

どうすれば国産の流域材というものが広まるのか
検討してみました。
まず、国産の流域材が広まらない要素を考えてみ

ると、費用が高いことや我が国においての現状の流
域環境認識不足などが挙げられます。費用に関して
は、現代において国産材が外国産材より安くなるこ
とはまず不可能であろうと考えられます。なので、
安全性や耐久性など違う方面から国産材の良いと
ころをアピールするしかないのであろうと思われ
ます。また、流域環境の認知度を上げるためには、流
域環境の問題を行政だけで抱え込むのではなく、地
域や自治体などに一緒に考えてもらう必要があり
ます。
例えば、小・中学生などにおいては、授業という受

身の形で流域環境を伝えるのではなく、現地に行く
ことや、植林や下草刈りをといった森林体験に参加
してもらうなど、流域環境の現状を直に感じられる、
主体の形で伝える必要があるでしょう。事実、東京
の小学校緑化事業において、行政や業者だけでなく
生徒や地域の人が緑化活動に参加した小学校では、
家で植物を育てる生徒が増えたり、地域の緑活動に
参加する生徒が増えるなどという結果が得られま
した。つまり、授業という受身的な形ではなく、参加
という主体的な形が、意識を大きく変え、流域環境
問題というのが、一瞬のものでなく継続的に受け継
がれていくのだと思います。
今回、猿橋小学校を見学させてもらい、話を聞き、

調べていくうちに、地域の流域材を利用し活用する
ことで、流域環境の保全・再生などハードの整備は
進んでいくのだということを感じました。しかし、
整備などのハード面を成功させていくためには、地
域間の交流づくりなど、ソフトの面で多くの人をひ
きつけるようなことも必要だと思いました。
私が属する相模原市にも多くの小学校があり、毎

年修繕工事などが存在します。流域材だけでなく、
緑化など様々なソフトを伴える計画を考えていき
たいと考えさせてくれる見学会でした。

森づくり専門部会

「流域材の可能性」
相模原市　公共建築課　小俣　洋介

光空間にぬくもりを与える木材

ぬくもり空間に集まる子供たち
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シリーズ 

あらいそＥＣＯクラブ　梶　文（かじ あや）

今号で３回目を迎えた「エコへの一歩」。

子育て真っ最中のエコ主婦に立ちはだかる

数々の難門にどうやって向かっていくか？！

あらいそＥＣＯクラブメンバーに環境に関する

ランダムなアンケートをとってみました。

〈メンバー数１０名、無回答、重複回答あり〉
１ お風呂で体や髪を洗うのは、
なにを使っていますか？
①合成洗剤系…３名
②石鹸（液状、固形）…６名
③その他…０名

２ スーパーで袋をもらっていますか？
①いつももらっている…１名
②「必要ですか？」ときかれれば、もらわない

…２名
③たいていマイバッグを持参し、袋はもらわない。

…２名
④その他…３名
（ポイントが付けばマイバッグを持っていく。）

３ 物が壊れると直す方ですか？
①面倒だし、安いから新品を買いなおす場合が多い

…４名
②もったいないので部品を取り寄せ、修理する。

…４名
③その他…０名

４ 夏至のキャンドルナイトって知ってる？
①知ってる…３名　②知らない…５名　

５ 車の買い替え、次はどうする？
（予定はなくても、なんとなくで）
①ハイブリッドカーなどのエコカー…７名
②今までどおりのガソリンタイプ…２名
③ガソリン食いのスポーツカー…１名
④その他…２名（カーシェアリング）

６ 自分が環境を考えて実行していることを
簡単にどうぞ
・生ごみで堆肥をつくっている…４名
・自然に分解しやすい石鹸を使う…４名
・ごみの分別の徹底…４名
・自転車で生活をする…３名
・歩く生活をする…２名
・低燃費の運転を心がけている…１名
・節電、節水を心がけている…２名
・畑で野菜の有機栽培をしている…２名

アンケート３については、修理に使われる部品

の価格によって、修理か買い替えかを考えると

いう意見があります。アンケート５においても、

エコカーに買い換えたいのは当然だけど、今よ

り価格が下がっていくのか、見届けてという意

見が多いようです。それから、石鹸で衣服の洗

濯するのは本当に環境にいいのかという疑問の

声もありました。合成洗剤よりも水道、給湯を

多く使うので、「本当にこれで環境にいいのかし

ら」と。

現実と理想、ジレンマが見えてきます。

粉石けんで洗濯をする。石鹸はある程度の量

を使わないと泡立たず、洗濯物に石鹸カスが付

着する。→たくさん使う→たくさん買う→合成

洗剤に比べると高価な洗濯石鹸なので、家計が

逼迫する。我が家では泥んこ遊び大好きな息子

２人の４人家族で生活クラブの粒状石鹸５５０円/

１.７５キログラムを１週間に１箱使う。

スーパーのレジ袋がなくなれば、石油を使わ

ず、世界中のごみが減り、どれだけ環境にいいか、

と思っている。毎日。しかし、レジ袋は生活に密

着している。幼稚園の芋掘りの日は、「スーパー

のレジ袋に記名し、持参させる」ことになってお

り、子供が田んぼに入った日は汚れた洋服をレ

ジ袋に入れて帰宅する。赤ん坊の汚れた紙おむ

つはごみの日まで小さめのレジ袋にぎゅっとし

まわれる。犬の散歩風景を見ると、片手にリー

ド、片手にうんちの入ったレジ袋。

それでも！それでも、袋が有料になると別の

方法を考えるのではないかと思っている。人間

は賢いのだから。
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かつては大量の農薬を散布して、市内の学校・公

園・街路樹を管理していた金沢市が、今やその農薬使

用量を劇的に減らしているという事を聞き、今年７月

１３日に、金沢市で研修、見学を行なって来た。レンタ

カー１台を借りて、７月１２日夜１０時に相模大野を出発

し、途中上野原等で参加者を乗せた後、高速道路を夜

通し走り続けて、７月１３日朝早く金沢市に着いた。約

３時間休憩した後、午前中は金沢市役所にて研修、午

後は市役所近くの公園を視察した。

金沢市役所では、先に来ていた「建物と人と環境の

フォーラム」の人達と合流し、結局、桂川・相模川流域

協議会から８名、「建物と人と環境のフォーラム」から

７名、計１５名の参加となった。午前中は１０時から昼

まで金沢市役所で、市役所職員（緑と花の課）の方３名

に出席して頂き、金沢市の緑地管理について説明を受

けた。それによると、金沢市では、昭和４９年に「緑の

都市宣言」をして、市内の緑地管理を積極的に始めた。

そして、市内の緑を守る為、以後２７年間に亘り、一斉

薬剤散布による害虫防除を行なって来た。防除の対象

となる害虫は主にアメリカシロヒトリとチャドクガで

ある。

例えば平成１２年度の薬剤散布量は実に年間約２００

万リットルにも達していた。それを平成１３年に人の健

康や自然環境に配慮して、出来る限り薬剤を使わない

で、捕殺による防除をする事に切り替えた。その結果、

平成１６年度１７年度の薬剤使用量は年間約５万～８万

リットル、実に平成１２年度の２．５％～４％へと激減さ

せている。それを可能にしたのは、市民からの、農薬

を使用しないで欲しいとの要望に正面から取組んだ

「緑と花の課」等を中心とする市当局と、これと協働し

た町内会の組織的取組み、努力があるとの事。私には

特に後者の存在が重要と思われた。

午後、市役所近くの公園に、近くの町内会の人、十

数人に集まって頂き、害虫捕殺の現場を見せて頂いた。

はしごや高枝切りバサミ等を持って集まった町内会の

人達は、手際よく害虫及びその巣を枝ごと切り落し、

集めて袋に入れていた。中でリーダーをやっている人

（地区防除相談員）から話を聞けた。それによると、害

虫の発生時期には手分けをしてパトロールをし、簡単

な場合は自分達で防除する。中には元、植木屋さんを

やっていた人などもいて、結構上手に、楽しくやって

いるとの事。又、自分達で手に負えない場合は、町内

会長から、予め市が指定している地区指定防除業者に

直接防除を依頼するとの事。その際の防除経費の４分

の３は市が助成するとの事。その様にして市と町内会

が連携して早期発見、早期防除に努めているとの事で

ある。但し、今は順調に動いているが、この様になる

までにはいろいろ苦労があり、例えば初めは市の担当

課長が町内会に依頼に行っても猛反発をくらって、そ

の説得が大変だったとの裏話が印象的だった。

さまざまな活動をしています

市民部会　石 川 武 久

「環境循環型まちづくり」を訪ねるツアー　（石川県金沢市）
―劇的に減農薬して緑地管理する金沢市　７月１３日―

緑地管理について説明を受ける参加者

公園内での害虫捕殺の実演

今日の捕殺の成果　ビニール袋いっぱいに



私は、この視察を機に、桂川・相模川流域協議会の

メンバーに入れていただくことになりました。平塚の

井上駿さんのお誘いで、参加したわけですが、その充

実した視察内容とメンバーの皆さんが下水処理につい

て非常に熱心に議論されている様子を拝見して、ぜひ、

私も入れていただきたいと思った次第です。

揖斐川町の農業集落排水事業の見直しの取り組みに

は非常に驚かされました。既設合併浄化槽を下水道に

繋ぎ込まないようにした結果、管路が9万4千メート

ルも短くなり、その結果、75億円もの建設費を削減

できたという。

合併浄化槽は、農業集落排水事業などの集合処理と

同じ処理能力を持っていることは、すでに現場の市町

の職員が知るところでありますが、それにもかかわら

ず、集合処理計画の見直しが進まず、借金ばかりが増

え続けているのが全国の現状ではないかと思います。

実際、平塚市においても、総事業費55億200万円

の農業集落排水事業を市街化調整区域ですすめてい

て、昨年度からいよいよ本格的に管渠の建設工事がス

タートしました。ざっと、1世帯あたり、500万円ほど

の税金がかかる大事業です。どう考えても、金がかか

りすぎだと思うのですが、この見直しがすすみません。

揖斐川町視察当日の8月22日は、町のなかをバス

でまわりました。大小の点在する集落の間の細い道を

回りながら、当初は農業集落排水事業計画地内に入っ

ていたけれども、見直しの結果、個別処理になった集

落をいくつも見ました。

当初計画のまますすめば、延々と広がる畑の下に管

渠を通していたわけで、改めて、集合処理を人口密度

が低い場所で行うことの無駄の大きさを実感すること

ができました。

揖斐川町の計画の見直しは、岐阜県環境整備事業協

同組合のイニシアチブがあったからこそすすめられた

ものではないかと感じております。通称「コロコロ」

と呼ばれる道具を使って、何か月もかかって町内を歩

いて測り直し、コンサルタント会社が見積もっていた

管路の長さよりも、実際はもっと長い距離が必要であ

る事、さらに膨大な金がかかる事を揖斐川町に伝え、

行政と一緒になって、見直しをすすめてきたというこ

とでした。事業計画見直しを支えたのが、こうしたパ

ワーなのですね。本当にすごいと思いました。

後日、岐阜県環境整備事業協同組合の早川氏から、

神奈川県の公共下水道事業の負債や本来、市民が負担

しないといけない額がどのくらいになるのか、合併浄

化槽を使う場合との比較などの資料を送っていただき

ました。先日私は、これをもとに、昨年度の決算審議

に臨んでいます。

平塚市の農業集落排水事業の見直しは、まさにこれ

からです。がんばっていきたいと思います。今後とも

どうぞよろしくお願いします。

7

さまざまな活動をしています

平塚市議会議員　江 口 友 子

岐阜県揖斐川町への視察に参加して　

熱心に聞き入る参加者

大型排水処理施設と点在する集落
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山中湖 

河口湖 

西湖 

本栖湖 

精進湖 

芦ノ湖 

● 

● ● 

● ● 

● 

● 

● ● 
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相模湾 

相模湖 

相模川 

津久井湖 
● 

● 

● 
● 

● 

● 

● ● 

● 

相
模
川 
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私はアメリカザリガニです。こどもたちには大人

気なのに、われわれほどいろいろと悪し様に言われ

る動物は、ほかにいないでしょう。

私たちはかつて、食用のウシガエルのえさとして

アメリカから運ばれました。連れてきたのは誰でし

ょうか。それなのに、「里山でカエルを見かけなく

なったのは、お前たちがおたまじゃくしを食べてし

まうからだろう」、「ドジョウやメダカが減ったのも、

お前らの仕業だろう」などといいますが、とんだ濡

れ衣です。

お前が来たから、昔からいたザリガニ（ニホンザ

リガ二）がいなくなった――というのも誤解です。

正確にいえば、私たちが増えたのは「ニホンザリガ

ニが棲めない田んぼや沼でも暮らせるから」です。

私たちが日本にやってこなくても、人間が産みだす

環境悪化は、ニホンザリガニをどんどん棲めなくし

たはずです。

田んぼのあぜ道に穴をあけるから困る。…だけ

は、お詫びするしかありません。私たちは基本的に

は夜行性で、昼は掘った穴の中でじっとしています。

冬にはその穴の中で、ひっそりと眠って暮らします。

だから日本のような冬に寒い土地でも生きられる

のです。

昼に出歩くのはおもに、無分別な子どもや若者ば

かりですから、人間の子どもが仲間を釣り上げたく

らいではちっともコタエません。ツバメがどんな

にたくさん飛んでも、虫がいなくなりはしないのと

同じで、人間の子どもたちはいわば、われわれの共

生相手です。

困るのは、私たちの棲む場所が、穴の掘れないよ

うなつくりに変えられること。メダカやドジョウが

水草のない川に生きられない最大の理由は、産卵の

場所が失われるからですけれども、水路や沼、溜池

までもがぜ～んぶコンクリート三面張りになった

ら、岸辺に穴を掘れない私たちは暮らせません。そ

れだけは真っ平ご免です。

もしも私たちがいなくなったら、日本の子どもた

ちは幸せでしょうか。もうそろそろ、お前たちは敵

だ！――の偏見を捨ててほしいものです。

代弁人　天内康夫／環境カウンセラー
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（株）グリーンピア相模原　桑田 俊夫　 
（さがみバイオマスリバー構想） 

第4槽〈熟成槽〉 
第3槽で攪拌発酵されたものが、 
この中で熟成される。 

第5槽〈貯蔵タンク〉 
第4槽で熟成された液を 
完成液として貯蔵する。 

第3槽〈攪拌槽〉 
酵素分解を促進する。 

第1槽〈粉砕槽〉 

BePCCS農法 
　BePCCS農法との出会いに
より、従来の単純な有機農法で
はない、社会全体から見た新し
い農業を考えるきっかけとなり
ました。すなわち循環型社会と
農業、具体的には化石資源から
バイオマス資源、微生物と農業
という図式が明確に意識され、
平成１７年にBePCCS農法の根
元である土壌活性液製造装置「あ
ぜりあ」の５０Kg/日の試験栽培を、
を、２年半に渡り続けてきました。 

微生物の入った粉砕層
に生ゴミを投入し、スク
リュー状のカッターで攪
拌しながら粉砕する。 

第2槽〈循環槽〉 
さらに液状化装置で 
ドロドロの液状にする。 
同時に異物除去も行う。 

生ゴミがわずか24時間で有機土壌活性液に！ 

土壌活性液 
製造装置 
の仕組み 

Point１：アミノ酸を中心とした有機酸を生成 
Point２：畑の土＝人間の体内～土壌活性液製造装置 
Point３：人間が植物を消化する仕組みと同じ構造 

農業生産法人　株式会社グリーンピア相模原をス
タートしてから、早くも五年が過ぎました。
そもそもグリーンピア相模原は、とある会合の席で

「桑田さん、日本の農業はこれからもっと担い手不足
で大変なことになる。従来と違った新しい視点で農業
をやってくれないか」と、当時の農林大臣 高池（こう
のいけ）さんと故・小川相模原市長から言われたこと
が始まりでした。
当時（現在のグリーンピアが経営する）モナの丘が

ある相模原市下溝にまとまった土地を確保できると

いうことや小川市長の強い要請にお応えし、スタート
したのです。
当初はハーブ類を中心とした“市民参加型”の観光

農園を基本に考えた農業経営を目指してきました。そ
の傍ら、各種農業講習会・講演会に参加し、農業技術
や経営の勉強をしてきた経緯の中で、ＢｅＰＣＣＳ農法
（Ｂｉｏ Ｅｃｏ Ｐｏｗｅｒ Ｃｌｏｓｅｄ Ｃｙｃｌｅ Ｓｙｓｔｅｍ）を提
唱するＢｅＰＣＣＳ環境緑化研究所の田中榮一所長と出
会い、その農法の講演と実習に参加し、従来の農法の
価値観を大きく変えることになりました。

循環型社会に向かって農業を核としたバイオマスコ
ンビナートの実現へエネルギー環境問題、少子高齢化
社会、食糧資源問題などの指標を挙げても、なんらか
の形で農業は関わってきます。
近年、海を豊かにするのは、海に注ぐ川の上流の森

が豊かでなくてはならないということです。
漁師が中心となり、植林運動が活発に行われていま

す。それは広葉樹林の落ち葉の微生物によって分解さ
れアミノ酸となり、河川を通じて海に流れ込み、豊か
な海を創り出すと言われています。

グリーンピア相模原では、本
年８月より相模女子大学、利恵
産業（食品加工企業）、日本環境
緑化エンジニアリング（有機土
壌活性液製造装置「あぜりあ」
の販売部門）の４者で、食品残
渣類を中心に、土壌活性液の定
性・定量的なデータ収集、解析

を行い、アミノ酸の本格的な生産を行い、アミノ酸肥
料によるブランド農作物の確立と、動・植物向けのサ
プリメント的な飼料、肥料の商品化をスタートさせま
した。
今後は、同県・市及び関係機関、団体の支援の元に、

バイオマスコンビナート事業の実現に向かって全力を
注いで行きます。
また、本事業に於いては、食・農・環境・自然などの

教育の場として、幼稚園から大学、あるいは本事業に
興味のある一般の方にも体験型施設として積極的に受
け入れて行きたいと考えています。

「追記」
「サガミ・バイオマス　リバー構想」ということを思
い描き、農業と微生物を核としたインキュベーター事
業の先駆けとなればとの思いをしていたときに、相模
川のお話があったのも、何かの縁と思い筆を執った次
第です。
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きれいは、みんなに、気持ちいい。

「ゴミのない風景って、気持ちいいものじゃ
ん？誰が悪い、なんてウダウダくっちゃべってな
いで、さっさとゴミを拾うべ」。こんな雰囲気で
『ＵＫＫ上野原をきれいにしよう会』は発足しました。
中心となったのは、以前から桂川流域協議会にも
参加し、個人的にも川の清掃やホタルを増やす運
動を続けてきた矢島忠副会長。メンバーは、矢島
副会長の呼びかけで集まった、別のいろんなボラ
ンティア団体・約２０名の熟年世代です。基本活動
は、河川や山あい、遊歩道その他の不法投棄ゴミ
や一般ゴミの清掃活動、その活動から派生する景
観の整備作業や観光（景観）スポットの発見、再
発見。毎月、第二土曜日に事前に決めた清掃重点

スポットに現地集合して、２時間ほどゴミ拾いや草
刈りを行い、自分たちの手に負えない不法投棄が
あった場合は市に連絡したりしています。ここで
集めたゴミは、市のクリーンセンターに持ち込み
ますが、この処理費は市と協議して無料にしても
らっています。もちろん、ＵＫＫだけでできる清掃
は限りがありますが、近辺住民の人たちが、私た
ちの活動する姿を見て、自分たちも清掃を始める
など、良い波及効果も出てきています。先頃は、
やまなし環境財団からの助成金を使って「きれい
は、みんなに、気持ちいい」というＵＫＫのメッセ
ージを伝える看板を製作、ゴミの捨てられやすい
場所に設置し、一般の方々へのＰＲも始めました。
メンバーの拡充や各種団体との協力態勢作りなど、
まだまだやるべき事はたくさんありますが、とに
かく自分たちにも、みんなにも気持ちいい活動を
続けていければ、と考えています。

いま流域で起きていること

上野原市　―ご近所の底力―

UKK上野原をきれいにしよう会　矢島　亮

私たちの活動が
ＮＨＫでとりあげられ

放映されました。
Ｈ19.3.26（月）ＰＭ10：00～

「ご近所の底力」

集められたゴミ

活動を伝える看板の設置
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田名の望地のホタル保護活動

2007年度で５年間に亘った相模原市田名の望地
の用水路改修工事（１３００メートルの用水路の護岸
改修及び遊歩道とその付属施設整備で、正式名称
は『望地幹線用水路改修基本計画』）が終了します。
２００３年度の第１期工事では、用水路河床の湧水が
漏水のために干上がってしまい、ホタルどころか
水生生物がまったく生息できないような状態でし
た。水漏れの原因は、重機による河床全面の掘削
で粘土層が破壊され、ザルのようになった河床か
ら水が抜けてしまうこと。また、河床に湧水が１０
～２０センチ程度しか溜まらないような望地の用水
路に、アンカー式護岸の採用は不適当で、石積み
の隙間から水が抜けてしまうこと。このような二
つの原因で第１期工事区域は４年が経過した現在で
も湧水は溜まらず、干上がったままです。
２００４年度の第２期工事からは、私どもの会と市が
話し合いを持ち、護岸改修の際の掘削幅をできる
限り狭くし河床を大幅に残すこと、掘削した部分
は漏水防止のために粘土質の荒木田土で埋め戻す
こと、護岸の石積みの隙間から水が抜けないよう
に埋め戻しを高く盛り上げるようにすることなど
で合意し、年度ごとの工事に問題点があればその
都度話し合いながら改善していくことになりまし
た。これまでに経験のない用水路改修工事のため
に毎年何らかの問題が発生し、そのたびに話し合
いを持ちながら改善して来ました。特に、一昨年
の第３期工事では業者が先程の合意から外れた工事

を行ったため、市に申し入れし、翌年度の第４期工
事では業者を含めた三者による話し合いを持ちな
がら工事を進めていくことになりました。つまり、
市民・行政・業者の三者による話し合いの場を、
工期前と工期途中に設定し、三者の合意によって
工事を実施していくという方法を採ったわけです。
それによって、第４期工事は設計・施工両面で最も
改善された工事になりました。

この間、私たちの会は、用水路のごみ拾いや工
事前に工事区域のホタルを中心とした水生生物を
移動させる「ホタル救出作戦」を実施したり、５月
下旬から７月上旬までホタルの数をカウントする
「ホタル調査」をしてきました。また、第２期工事
から漏水防止の目的で掘削した部分を荒木田土で
埋め戻したのですが、予想外に水に弱く穴が空い
てしまうため、穴に赤土を詰め込んで漏水を防ぐ
作業を実施してきました。
以上のような市民・行

政・業者の三者の協力に
よって、６月１０日前後
のホタルが飛ぶピーク
時に、一昨年度約７００
匹、昨年度は約１８００匹
を確認できました。
ところが、本年新たな問

題が発生しました。６月２日
にホタルを大量捕獲し持ち去る事件が発生しまし
た。目撃者によると、３人の若者がごみ袋のような
ビニール袋にホタルを詰め込んで持ち去ったとい
うことです。伝え聞いた私たちは、これ以上の捕
獲は許してはならないと、それ以降パトロールを
実施するようになりました。しかし、このような
パトロールだけでは限界があり、行政サイドの対
応を求めていく必要があるのではないかと考えて
います。例えば、「ホタル保護条例」などの法規制
を設けることで、市民によるパトロールを行政が
背後から支えていくという方法が考えられます。
この問題でも市民と行政の協力によって解決して
いく必要があると改めて感じているところです。

相模原市　―ホタルの再生その後―

田名・望地の田んぼとゲンジボタルを守る会 小野　慎一

田名の望地全景

もう ち

ゲンジボタルの幼虫



●桂川・東部地域協議会「地域協議会だより」●

実施済事業：総会・講演「水源地の整備・流域材の活用」(４/２１)。大月市笹子町での大月森つくり会主
催「植樹体験」事業に参加(４/３０)。流域協議会が参加する「全国水質一斉調査」への協力参加(６/３)。「排
水処理研究事業（２００７年度は本会との共同調査事業）」の一環としての合併処理浄化槽先進地（岐阜県環
境整備事業協同組合及び同県揖斐郡揖斐川町）視察(８/２２)。上野原市鶴川
支流のクリーンキャンペーン(９/１５)。忍野村で開催された「上下流交流
事業：忍野八海クリーンキャンペーン」への参加・協力(１０/７)。
今後実施予定事業：洗剤及び化学物質使用の合併浄化槽への影響につい
ての学習会(１１月実施予定)。大月森つくり会が定期的に実施する森林整備
活動へ参加・協賛(１１月実施予定)。合併浄化槽の経済的・費用的検討(未
定)。平成１９年８月～平成２０年３月まで毎月上野原市の測定ポイントにて「ＮＯ

２
測定」を実施する。「桂川

の支流クリーンキャンペーン（都留市）」(３月開催予定)。流域材活用に向けたキャンペーン。(随時)

●相模川湘南地域協議会●

①４/１４ 総会開催
②４/１４ シンポジウム「近世、相模川の舟運と地域の人々」開催
③４/１５ 環境応援団「いっぽ」の河川清掃に参加、湘南野鳥図鑑を配布
④４/１８ 平塚市立真土小学校へ「湘南野鳥図鑑」（３０部）を提供
⑤４/２９ 平塚市緑化祭り参加
⑥５/１５ 会報紙「清く豊かに相模川」創刊号発刊
⑦５/２０ クリーンキャンペーン実施 ４５名参加
⑧５/２０ 茅ヶ崎海岸の観察
⑨６/３ 「身近な水環境の全国一斉調査」参加
⑩６/１５ 国土交通省「相模川河川整備基本方針と相模川整備計画」に出席
⑪６/１６・１７ 茅ヶ崎環境フェアに参加
⑫６/２３ 横浜国大「空間情報プラットホーム」に参加
⑬６/２３ 「相模湾海辺の環境学習会議」に参加
⑭７/１ ひらつか環境ファンクラブ交流会参加
⑮７/２１・２２ 夏休み自然教室（茅ヶ崎市）に参加
⑯９/２２ 水環境調査結果報告会（ひらつか市民活動センター）
⑰９/３０ ひらつか市民活動センター祭り

①湘南地域協議会のホームページを開設
②会報紙第２号を発刊
③シンポジウム「第２回湘南の豊かな自然に生きる野鳥たち」と野鳥観察会（１１月）
④樹林地図作成検討会（日時未定）
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地域協議会だより

2007年度前半の活動記録

今後の予定
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●さがみはら地域協議会●

４月２１日の総会を経て、鳩川・縄文の谷戸の会と協力委託の「里山体験講座」、相模原市環境情報セ
ンターと共催の「夏休み環境学校」を実施してきました。里山体験講座の募集を各社新聞社が取り上げ
てくれたため、多くの問い合わせが殺到し、また、ニッポン放送でも話をすることで、多数の参加者で
行なうことができました。１１月の収穫祭を待つばかりです。

●相模川よこはま地域協議会●

◆４月２９日（日）「よこはま水と緑の日」に出展：東神奈川駅近くの海岸で開催。海草・アマモの移植、海
の生き物ふれあいコーナー等々、約２,０００人の来場者でにぎわった。当会から３名参加し、桂川・相模
川水源環境の紹介と水の飲み比べを開催。当会友澤さんは「水の飲み比べは２００名の家族、子ども達が
参加し大人気だった」と感激。横浜市水道局からははまっ子どうし等パネル３点の提供等。
◆４月３０日（月）大月森つくり会の活動に参加：当会から２名が恒例の植樹祭に参加。
◆５月１４日（月）当会の総会開催：１１名の出席で事業報告と事業予算案が可決。先に、県水産技術センタ
ー内水面試験場勝呂尚之主任研究員より基調講演「魚から見た多自然川づくり」あり。
◆６月２日（土）明治学院大学第１０回戸塚まつり（ボラセンまつり）に出展：当会から３名参加。水源環境
の紹介と水道水のＰＲ。水道局のパネル提供等あり。
◆６月３日（日）身近な水環境の一斉調査を柏尾川等で実施：当会の５名が参加、今年で３年目。
◆７月８日（日）都留市夏狩「わさびとホタルの夕べ」に参加：水を愛する会が開催。上流域の魅力再発見
のため当会から４名参加。菊池農園にて無農薬わさびの収穫、柄杓流川の散乱ゴミ回収等に参加。そ
の後地産地消を堪能。総勢は約２５名。
◆７月１３日（金）当会の役員３名が横浜市水道局訪問、意見交換。他日に
は県内広域水道企業団、全水労等を訪問し、意見交換を行った。広く
会員に広報する重要性を確認。
◆他に、当会の数名が水源環境保全・再生かながわ県民会議、横浜国
大・神奈川拡大流域圏研究会、全国浄化槽フォーラム等々への出席・
参加などあり。

さがみはら
環境まつり
６月３日
展示参加

［里山体験講座］
［夏休み環境学校］

７月２１日
道志川、青野原オートキャンプ場にて
生きもの観察と森林観察、川渡り

TVの取材もありました稲刈りを終えて記念撮影

道志川にはどんな魚が…

［ ］ ６月１０日：田植えと
ホタル観察会　

８月２６日：生きもの観察会
９月２３日：稲刈り



　「編集に参加して、早くも１９回を数えます。 
桂川・相模川の水質に対しての責任は、流域に住む、そして関
わる全ての人々がになうべきものと考えています。（Ｍ・Ｎ）」 
 
　「協議会の中味がわかるように、流域の様子がみえるように、
水に関心を持てるようにと願いながら作っています。（Ｍ・Ｋ）」 
 
　「いま『アオコが消えた諏訪湖』という本を読んでいます。協
議会発足のころは「諏訪湖よりはまし」などと気休めを言って
いたのだが・・・(I．K）」 
 
　「暑かった夏、川の生き物たちはどうしていただろう。私のよ
うにお昼寝だったろうか。（Ｔ．Ｔ）」 
 
　「編集作業が終わった今、11月のシンポジウムの準備中です。
ぜひご参加を！(A.Ｔ)」 
 
　「日本の水環境は悪化しているのも事実ですが、石油より高
い水を飲んでいる人々もいるということを、この夏日本を出
て知りました。（Ｈ．Ｓ）」 
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桂川・相模川 
クリーンキャンペーン 
桂川・相模川 

クリーンキャンペーン 
桂川・相模川 

クリーンキャンペーン 

〈
振
込
先
〉 

桂川・相模川流域の豊かな水の恵みを後世に
伝えていくため、水源地域での水質保全のあ
り方や河川のごみ問題などについて、流域全
体の保全という視点から現状や問題を改善
する取り組み、今後の展望など、学識者も交
えてみんなで考えてみましょう。 


